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時
代
が
く
だ
っ
て
明
治
維
新
後
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
）
か
ら
七
十
三
年
（
明
治
六
）
の
浦
上
四
番
崩
れ
で
は
、
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
の
う
ち

三
百
七
十
五
名
が
名
古
屋
に
、
五
百
二
十
四
名
が
金
沢
（
大
聖
寺
、
富
山
を
含
む
）
に
配
流
さ
れ
、
多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
か
ら
明
治
ま
で
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
主
な
殉
教
者
だ
け
を
み
て
き
ま
し
て
も
、
北
は
富
山
県
か
ら
東
は
愛
知
県
、
三

河
地
方
に
い
た
る
ま
で
名
古
屋
教
区
の
地
に
お
い
て
、
お
よ
そ
二
千
数
百
名
が
殉
教
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

殉
教
者
の
言
葉
の
も
と
は
「
信
仰
を
証
し
た
人
」
と
い
う
意
味
か
ら
き
て
い
ま
す
。
殉
教
者
を
思
い
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち

は
何
を
大
切
に
し
て
生
き
て
い
る
か
、
生
き
て
い
る
意
味
は
何
か
、
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
か
、
な
ど
も
う
一
度
人
生
の
根
本
的
な
意
味
を

問
い
直
す
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
二
〇
一
二
年
は
、
二
十
六
聖
人
列
聖
百
五
十
年
、
名
古
屋
教
区
（
知
牧
区
）
が
設
立
さ
れ
て
独
立
し
た
権
限
を
も
つ
裁
冶
権
者
が
任

命
さ
れ
て
九
十
年
、
司
教
区
に
な
っ
て
六
十
年
と
な
り
ま
す
。
節
目
の
年
に
あ
た
っ
て
『
あ
か
し
す
る
信
仰　

東
海
・
北
陸
の
キ
リ
シ
タ
ン
史

跡
巡
礼
』
が
、
殉
教
者
顕
彰
委
員
会
に
よ
っ
て
新
し
く
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の
史
跡
巡
礼
書
に
は
、
殉
教

地
ば
か
り
で
は
な
く
キ
リ
シ
タ
ン
に
ゆ
か
り
の
あ
る
と
こ
ろ
、
ま
た
宣
教
に
関
係
あ
る
と
こ
ろ
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
た
ら
し
く
な
っ
た
案
内
書
に
導
か
れ
て
史
跡
を
巡
礼
し
て
祈
り
、
先
駆
者
の
信
仰
を
偲
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
わ
た
し
た
ち
の
信
仰
が
新
た

に
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
人
々
の
良
心
が
尊
重
さ
れ
て
、
殉
教
者
を
出
さ
な
い
世
界
が
実
現
す
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　

二
〇
一
二
年
十
二
月

『
あ
か
し
す
る
信
仰  

東
海
・
北
陸
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
巡
礼
』
発
刊
に
際
し
て　

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
長　

司
教　

ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
野
村 

純
一

　

日
本
二
十
六
聖
人
殉
教
四
百
年
、
名
古
屋
教
区
（
知
牧
区
）
設
立
七
十
五
年
、
司
教
区
に
な
っ
て
三
十
五
年
を
記
念
し
て
一
九
九
七
年
に

発
行
さ
れ
た
『
名
古
屋
教
区
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
史
跡
案
内
』
が
、
殉
教
者
顕
彰
委
員
会
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
た
び
全
面
的
に
編
集
し
直

さ
れ
て
発
刊
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

　

一
五
九
七
年
（
慶
長
二
）
長
崎
西
坂
に
お
け
る
最
初
の
殉
教
者
二
十
六
聖
人
の
中
の
コ
ス
メ
竹
屋
、
パ
ウ
ロ
茨
木
、
ル
ド
ビ
コ
茨
木
、
レ
オ

ン
烏
丸
、
パ
ウ
ロ
鈴
木
の
五
名
は
尾
張
（
愛
知
県
）
出
身
で
し
た
。
記
憶
に
新
し
い
二
〇
〇
八
年
十
一
月
二
十
四
日
に
祝
福
さ
れ
た
一
八
八
殉

教
者
の
内
、
京
都
の
五
十
二
名
の
中
に
は
、
ヨ
ア
キ
ム
小
川
、
モ
ニ
カ
の
二
名
の
美
濃
（
岐
阜
県
）
出
身
者
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
、
ト
マ
ス
藤
右
衛

門
、
レ
オ
き
ゅ
う
す
け
、
マ
グ
ダ
レ
ナ
の
四
名
の
尾
張
出
身
者
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

寛
文
崩
れ
、
あ
る
い
は
美
濃
崩
れ
と
い
わ
れ
る
一
六
六
一
年
（
寛
文
元
）
春
以
来
の
迫
害
に
お
い
て
数
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
尾
張
北
部
と

美
濃
の
塩
村
、
太
田
村
な
ど
九
ヵ
村
に
お
い
て
捕
え
ら
れ
、
そ
の
う
ち
指
導
者
と
思
わ
れ
た
男
女
二
百
余
名
が
、
一
六
六
五
年
二
月
三
日
（
寛

文
四
年
十
二
月
十
九
日
）、
現
在
の
名
古
屋
市
に
あ
る
栄
國
寺
の
地
で
殉
教
し
ま
し
た
。
青
山
玄
神
父
に
よ
れ
ば
、
検
挙
さ
れ
た
二
千
人
余
の

全
員
は
寛
文
七
年
十
月
（
一
六
六
七
）
に
村
方
で
殉
教
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
殉
教
者
を
出
し
な
が
ら
、
塩
村
に
お
い
て
は
村
八
分
に
耐
え
て
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
（
子
孫
）
数
十
名
が
明
治
ま
で
存

続
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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